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　「
１
０
０
年
に
一

度
の
異
常
気
象
」
と

い
う
言
葉
を
頻
繁
に

聞
い
て
い
る
気
が
し

ま
す
が
、
今
年
の
夏

も
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

▼「
地
震
、雷
、火
事
、親
父
」

と
言
い
ま
す
が
、
こ
こ
に

「
猛
暑
、
大
雨
、
ウ
イ
ル
ス
、

自
粛
警
察
」
も
加
え
て
も
ら

い
た
い
気
分
で
す
▼
海
水
浴

場
が
開
設
さ
れ
て
い
な
い
今

夏
は
、
広
々
と
し
た
海
岸
を

想
像
し
て
い
ま
し
た
▼
し
か

し
、
海
辺
は
人
で
賑
わ
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
例
年
９
時
か

ら
17
時
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

サ
ー
フ
ィ
ン
や
ウ
イ
ン
ド
サ

ー
フ
ィ
ン
に
制
限
が
な
い
た

め
、
入
り
乱
れ
て
い
ま
す
▼

こ
の
状
況
は
、
感
染
以
外
の

危
険
性
ま
で
高
ま
っ
て
い
る

気
が
し
ま
す
▼
自
宅
の
小
さ

な
庭
の
小
さ
な
プ
ー
ル
で
満

足
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を

見
な
が
ら
、
微
笑
ま
し
い
気

持
ち
と
切
な
い
気
持
ち
が
入

り
混
じ
る
夏
で
し
た
。（
Ｎ
）

　
▼
十
二
所
神
社
例
祭
　

６
日
例
祭
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
森
戸
大
明
神
大
祭
（
葉

山
）
８
日
例
大
祭
。
神
職
の

み
で
斉
行
。

　
▼
甘
縄
神
明
神
社
例
祭
　

14
日
例
祭
。
関
係
者
の
み
。

　
▼
龍
ノ
口
法
難
会
　
11
日

仏
舎
利
塔
平
和
記
念
法
要
。

12
日
18
時
法
難
会
。龍
口
寺
。

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭
　

14
日
18
時
宵
宮
祭
。
15
日
10

時
、
例
大
祭
、
神
幸
祭
、
各

関
係
者
の
み
。
16
日
15
時
、

鈴
虫
放
生
祭
。
流
鏑
馬
神
事

は
中
止
。

　
▼
遊
行
寺
の
法
要（
藤
沢
）

15
日
す
す
き
念
仏
会
。
関
係

者
の
み
。
22
～
24
日
秋
季
開

山
忌
。

　
▼
御
霊
神
社
例
大
祭
　
18

日
関
係
者
の
み
。

　
▼
松
葉
ヶ
谷
法
難
会
　
27

日
14
時
。
安
国
論
寺
。

　
▼
人
形
供
養
　
10
月
４
日

13
時
本
覚
寺
。９
月
中
受
付
。

の
強
い
反
感
を
か
い
、
草
庵

は
夜
討
ち
さ
れ
ま
す
（
松
葉

谷
法
難
）。
そ
の
後
も
迫
害

や
流
罪
を
幾
度
も
受
け
ま
す

が
日
蓮
の
信
念
は
揺
ら
ぐ
こ

と
な
く
厳
し
い
主
張
と
論
争

を
繰
り
広
げ
生
涯
に
わ
た
っ

て
法
華
経
至
上
主
義
を
貫
か

れ
ま
し
た
。

　「
そ
ん
な
歴
史
的
な
日
蓮

像
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
」

と
先
代
さ
ま
の
あ
と
入
山
さ

れ
た
平
井
お
上
人
（
前
ハ
ワ

イ
日
蓮
宗
別
院
住
職
）
に
質

問
し
て
み
ま
し
た
。

　「
と
て
も
感
情
豊
か
で
求

道
的
な
素
敵
な
人
で
す
。
あ

く
ま
で
民
衆
に
幸
せ
へ
の
道

を
説
か
れ
た
方
で
す
。
当
時

の
浄
土
思
想
の
よ
う
に
来
世

を
願
う
ば
か
り
で
は
な
く
、

現
世
を
仏
の
浄
土
と
す
る
。

来
世
だ
け
で
は
な
く
現
世
で

の
在
り
方
を
常
に
問
わ
れ
た

の
で
す
」。
お
話
を
お
聞
き

し
て
頷
く
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
黒
天

の
よ
う
に
「
共
に
幸
せ
に
生

き
よ
う
」
そ
ん
な
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

　
帰
路
、
境
内
の
巡
礼
路
、

富
士
見
台
に
汗
か
き
登
り
ま

す
と
、
穏
や
か
な
鎌
倉
の
景

色
が
開
け
、
と
て
も
気
持
ち

よ
い
涼
や
か
な
風
が
吹
い
て

い
ま
し
た
。

　
木
造
。
彫
眼
、
古
色
。
像

高
９
・
９
㎝
。
年
代
不
詳
。

　
先
行
き
も
見
と
お
せ
ぬ
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
こ
の
福

徳
の
御
仏
の
笑
み
に
心
が
と

て
も
和
み
ま
す
。 

　
大
黒
天
は
古
く
ヒ
ン
ズ
ー

教
で
い
う
シ
ヴ
ア
神（
武
神
）

で
イ
ン
ド
寺
院
の
食
堂
や
倉

の
入
り
口
に
祀
ら
れ
、
い
つ

も
磨
か
れ
て
黒
々
と
し
た
そ

の
姿
か
ら
大
黒
天
と
呼
ば
れ

た
そ
う
で
す
。
日
本
で
は
南

北
朝
時
代
頃
か
ら
福
徳
の
仏

と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。

左
手
に
金き

ん
の
う嚢
、
右
手
に
打
出

の
小
槌
を
持
つ
姿
は
、
願

い
が
叶
う
よ
う
に
、子
孫
、

財
宝
、
作
物
に
恵
ま
れ
る

よ
う
信
仰
さ
れ
、
七
福
神

と
し
て
も
知
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
福
徳
の
御

仏
は
名
越
、
松ま

つ
ば
が
や
つ

葉
谷
、
安

国
論
寺
本
堂
に
祀
ら
れ
ま

す
。
日
蓮
聖
人
が
こ
の
地

で
草
庵
を
結
び
、
立り

っ

正
し
ょ
う

安あ
ん
こ
く
ろ
ん

国
論
を
著
し
ま
し
た
。

鎌
倉
時
代
、
正
嘉
元
年

（
１
２
５
７
）
に
は
大
地
震

が
鎌
倉
を
襲
い
、
暴
風
、
洪

水
、
旱か

ん
ば
つ魃
、
疫
病
、
飢
饉
が

相
つ
ぎ
ま
し
た
。
日
蓮
が
こ

の
天
変
地
異
の
要
因
を
宗
教

者
の
立
場
か
ら
探
求
し
執
筆

し
た
の
が
「
立
正
安
国
論
」

で
し
た
。
法
華
経
へ
の
回
帰

を
願
い
執
権
北
条
時
頼
に
提

出
し
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ

ら
れ
ず
、
逆
に
念
仏
信
者
ら

　
安
国
論
寺
・
大
黒
天
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（104）

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

９月

　
玉
縄
城
や
地
域
の
歴
史
を

伝
え
る
鎌
倉
市
植
木
の
玉
縄

ふ
る
さ
と
館
が
、
８
月
１

日
、
館
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併

設
し
た
玉
縄
歴
史
館
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
。記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

城
郭
イ
ラ
ス
ト
の
第
一
人
者

と
し
て
知
ら
れ
る
香
川
元
太

郎
さ
ん
の
作
品
24
点
を
展
示

し
た「
日
本

の
城
展
」が

10
月
14
日
ま

で
開
か
れ
て

い
る
。

挨
拶
し
、
玉

縄
城
址
ま
ち

づ
く
り
会
議

の
荒
井
章
会

長
は
「
こ
こ

を
拠
点
に
玉

縄
の
文
化
を

守
り
、
伝
え

て
い
き
た

い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

　
８
月
１
日
午
前
に
行
わ
れ

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
ら

が
入
口
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
っ
た
後
、
香
川
さ
ん
の
作

品
を
見
学
し
た
。

　
松
尾
市
長
は
「
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ

と
は
、
鎌
倉
を
愛
す
る
た
め

に
と
て
も
大
切
な
こ
と
」
と

　
午
後
か
ら
は
「
連
続
歴
史

セ
ミ
ナ
ー
第
１
回
・
戦
国
の

城
の
歴
史
」
と
題
し
て
、
城

に
詳
し
い
日
本
画
家
の
大
竹

正
芳
さ
ん
と
香
川
さ
ん
が
講

演
し
た
。
大
竹
さ
ん
は
玉
縄

城
に
つ
い
て
「
谷
戸
を
と
て

も
有
効
に
利
用
し
、
鎌
倉
の

城
ら
し
い
特
徴
が
あ
る
」
と

解
説
し
た
。

　
香
川
さ
ん
は
、
自
身
の
作

品
を
壁
に
投
影
し
な
が
ら
戦

国
の
城
の
特
徴
を
解
説
。
玉

縄
城
を
築
城
し
た
北
条
氏
の

城
の
特
徴
を
「
そ
れ
ま
で
よ

り
も
深
い
空
堀
を
使
っ
て
い

る
」「
Ｌ
字
型
に
折
れ
曲
が

る
枡
形
虎
口
を
多
く
取
り
入

れ
て
真
っ
す
ぐ
進
め
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
」「
小
さ
な

曲
輪
で
あ
る
四
角
っ
ぽ
い
馬

出
し
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
」
と
指
摘
。
玉
縄
城
の
イ

ラ
ス
ト
を
描
く
際
に
は
「
他

の
城
よ
り
も
斜
面
が
急
な
の

で
、
影
を
濃
く
入
れ
る
な
ど

の
工
夫
を
し
た
」と
語
っ
た
。

香
川
さ
ん
は
現
在
、
最
新
の

研
究
成
果
を
反
映
さ
せ
た
小

田
原
城
の
詳
細
な
イ
ラ
ス
ト

を
制
作
中
で
、
今
秋
に
発
売

予
定
の
雑
誌「
廃
城
を
ゆ
く
」

で
初
公
開
さ
れ
る
。

　
玉
縄
歴
史
館
は
龍
寳
寺
境

内
に
あ
り
、
午
前
９
時
半
か

ら
午
後
３
時
ま
で
開
館
（
無

休
）。
入
館
料
大
人
２
０
０

円
、
小
中
学
生
１
０
０
円
。

玉
縄
歴
史
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

10
月
14
日
ま
で
日
本
の
城
イ
ラ
ス
ト
展

　
鎌
倉
朝
日
新
聞
は
、
２
０
２
０
年
11
月
号
で
、
５
０
０
号
を
迎
え
ま

す
。
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
４
月
の
創
刊
以
来
40
余
年
、毎
月
１
回
、

地
元
の
情
報
紙
と
し
て
話
題
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
５
０
０
号
を
記

念
し
て
、
読
者
の
皆
様
か
ら
感
想
や
、
記
事
・
連
載
も
の
と
の
関
わ
り
、

思
い
出
、
後
進
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
投
稿
を
募
集
し
、
掲
載
し
ま

す
。
応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
◆
５
０
０
字
程
度
。
住
所
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

１
面
題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。
趣
旨
は
変
え
ず
に
直
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

香
川
さ
ん
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
松
尾
市
長
ら

玉
縄
城
な
ど
の
魅
力
を
語
る

香
川
さ
ん
㊨
と
大
竹
さ
ん

創
刊
５
０
０
号
記
念　

投
稿
募
集

感
想
・
思
い
出
・
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど


